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新たに取得した実験データを用いて、既存の軽水炉重大事故解析コードに組み込まれている、Cs の鋼材

への化学吸着モデルの妥当性を検討した。 
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1. 緒言 
デブリ取り出し等の福島第一原発（1F）廃炉においては、炉内の Cs 分布評価が重要である。我々は、

Cs が圧力容器上部構造材のステンレス鋼（SS）と高温で化学反応を起こして吸着する化学吸着現象に着目

し、そのモデルを高度化するための研究を進めている。現状の SAMPSON 等のシビアアクシデント（SA）

解析コードに組み込まれているモデル（以下、Bowsher モデル [1]）は、Cs 化学吸着量が温度のみの関数

として示されており、また実験データのばらつきが大きい。さらに、1F 事故進展における温度、圧力変化

や複数ユニットの存在等、多様な化学条件への適合性を検証する必要がある。そこで本研究においては、

温度、雰囲気等をパラメータとして、Cs の SS への化学吸着実験を行って Cs 化学吸着量を求め、得られた

実験データにより Bowsher モデルの検証を行うことを目的とする。本発表においては、最初のステップと

して、Ar-5%H2雰囲気で温度を変化させて取得した Cs 化学吸着実験データを用いて、当該雰囲気における

Bowsher モデルの妥当性を検討した。 

2. モデル妥当性検討の方法 
Bowsher モデルの式を以下に示す。 

1
𝐴𝐴
𝑑𝑑𝑀𝑀𝑑𝑑

𝑑𝑑𝑑𝑑
= 𝐶𝐶𝑔𝑔𝑣𝑣𝑑𝑑     (1) 

ここで、A は試験片表面積、Mdは Cs 化学吸着量、t は試験時間、Cgは気相中の CsOH 濃度、vdは反応速

度定数を表す。モデル妥当性の検討は、過去 Bowsher がモデルを構築する際に取得した実験と新たに取得

した実験値について、反応速度定数 vdを比較することにより行った。 

3. 検討結果 
図 1 に、(1)式により求めた反応速度定数について、

Bowsher の結果と我々の実験の結果を比較したものを示

す。我々の実験と Bowsher の実験においては、気相中の

Cs 濃度や実験体系等の条件が異なるため、図中の反応速

度定数はそれらを補正したものである。図に示されると

おり、反応速度定数は、我々の実験と Bowsher の実験の

間で概ね一致し、モデルの妥当性が示唆された。 
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図 1．反応速度定数の比較 
(#本件の結果については補正値) 
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